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論文内容の要旨
本論文は，ポリテトラフルオロエチレン基板上に集積構成できる衛星放送用コンパータの開発に関す
る研究成果をまとめたもので， 6 章から構成されているO
第 1 章は緒論であって，衛星放送システムにおける受信コンパータとしては，高安定な性能および民
生量産機器としての低価格，高生産性が要求されることを指摘し，この要求を満たす受信コンバータと
してポリテトラフルオロエチレン基板上に集積できる回路構成を提案した理由， これを実現するための
技術課題ならびに研究内容を述べ，本研究の目的，意義を明確にしているO
第 2 章では， 2 重共振整合形 GaAsFET 前置増幅回路を提案し実現している。まず， 12GHz 帯での
GaAsFET のパラメータ推定から， GaAsFET の雑音および利得特性を明らかにして，前置増幅回路の
構成を決定しているO ついで， 2 段の GaAsFET 増幅回路に 2 重共振スタブを用いた整合回路の適用を
提案し，この回路構成で実現した前置増幅回路が1 1. 7 ，.....，， 12.5GHz の800MHz 帯域で雑音指数2.5dB 以下，
イメージ抑圧比60dB 以上の良好な特性を示すことを確認している O
第 3 章では，分岐回路網の短絡点を用いた周波数変換回路として平行結合帯域阻止フィルタを用いた
周波数変換回路，平面化ラットレース周波数変換回路，うを波長線路を用いた周波数変換回路を考案し，
それぞれについて理論と実験によって回路構成とその特性を明らかにして，衛星放送用受信コンパータ
には，小形で、かっ比帯域:t18%で、変換損失5.5dB 以下の特性を示すy2波長線路を用いた周波数変換回路
が適していることを結論としている。
第 4 章では，局部発振回路としてドレイン接地FET発振回路を提案し実現しているO まず， FET 
発振回路としてソースゲート間内部容量で発振条件を満たすドレイン接地形が適当であることを指摘し，
? ?F円U
ρhu 
この回路の発振特性を理論と実験によって明らかにしている。ついで，この発振回路の高安定化につい
ての考察を加え， ソース出力に容量性スタブと高Q誘電体共振器とを組合わせる回路構成で，周波数変
動:::t 600KHz 以下(-20oC""' +600C) の安定性を実現している。
第 5 章では，前章までに考案した受信コンパータ要素回路をポリテトラフルオロエチレン一枚基板上
に集積実装する手法を工夫して，受信コンパータを実現し，その特性を実測して，この受信コンパータ
が十分な性能を示し，かっ低価格，高生産性を満たすことを確認しているO また，この構成の受信コン
パータがピル陰難視解消のための地上SHF テレビ放送用にも有効であることについてふれているO
第 6 章は結論であって，本研究によって得られた成果をまとめるとともに，今後の民生用マイクロ波
集積回路技術の展望について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，小形低価格で高性能な衛星放送用受信コンパータの開発に関し，ポリテトラフルオロエチ
レン基板上に増幅回路，周波数変換回路および発振回路を一体形成する民生用マイクロ波集積回路技術
の研究成果をまとめたものであって，主な成果を要約すると次の通りであるO
(1) 前置増幅回路として， 2 段縦続の GaAsFET 増幅回路に 2 重共振スタブを用いた整合回路を組合せ
ることを提案し，この回路構成で実現した前置増幅回路が1 1. 7 ，.....， 12.5GHz の800MHz という広帯域で
雑音指数2.5dB 以下，イメージ抑圧比60dB 以上の良好な特性を示すことを明らかにしているO
(2) 低誘電率のポリテトラフルオロエチレン基板上での小形回路形成を可能とする%波長線路を用いた
周波数変換回路を提案し，比帯域士18%の広帯域で変換損失5.5dB 以下の良好な周波数変換特性を有
することを明らかにしている O
(3) 局部発振回路として，ソースゲート間内部容量で発振条件を満たすドレイン接地FET発振回路が
適当であることを指摘し，発振特性を理論的・実験的に明らかにすると共に，高度の周波数安定性も
実現している。
以上のように本論文は， 12GHz 帯の衛星放送用受信コンパータの開発に関し， マイクロ波集積回路
技術に関する多くの有用な知見を与えており，通信工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認めるO
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